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本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

株式会社三五は、1928年に創業、愛知県名古屋市に
本社を置き、国内外に16の事業体を持つ⾃動⾞部品
メーカです。主に⾃動⾞の排気管やボディ部品、鉄鋼⼆次加⼯
製品などを製造しています。また、昨今のSDGｓ・カーボン
ニュートラルといった、社会的課題に対しても⼒を⼊れております。

1. 会 社 紹 介 ２.サ ー ク ル 紹 介

３. テ ー マ 選 定

現在サークルレベルは、Cゾーンに位置しており、
QC知識、QC手法、チームワーク、向上意欲が私達の弱みです。
これらを強化し、Ｂゾーンへのレベルアップを目標に活動を進めました。

品質企画室の主な業務は３つ
・新規部品の⽴上げ
・顧客との品質基準書の取交し
・⼯程変更業務があります。

4. ⼯ 程 変 更 業 務 の 説 明

困りごと12件のうち８件が「⼯程変更業務」に関するものでした。
これは全体の約７割を占めており、メンバーの多くが
困っていることが分かりました。

⼯程変更とは、「製品を作る⼯程が変更になる」ことを指します。
⽣産拠点の変更、設備や⾦型の更新、部品を製造する仕⼊先の変更などが該当します。
商流や物流が変わる場合でも関係先への変更の申請が必要です。

業務の流れとしてはまず変更依頼元となる⾃社⼯場や仕⼊先から変更申請書が弊社へ届きます。
「変更の可否判断」と「客先への報告の要否判断」を⾏い、客先への申請と変更依頼元への
変更可否の回答を⾏っています。滞りなく進めないと客先へ迷惑をかける場合もある重要な業務です。

サークルメンバーは7名で、平均年齢は36歳です。
メンバーのうち、⼊社1年目の新⼈が3名でサークルメンバーの
約半数を占めています。

テーマ決定︕
「 ⼯程変更業務の改善 」

メンバー共通の定型業務の中での
困りごとの意⾒を出し合いました。
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⼯程変更の困りごとを調査すると26件挙げられ、
困りごとの半数は「調査に時間が掛かって困っている」だった為、
「調査時間」の困りごとをターゲットとしました。

調査に掛かる時間を解析する為、調査項目別の時間割合いを調査しました。
調査項目︓変更内容、対象部品、スケジュール

各担当者毎で調査時間を調べた結果、3項目の内
「変更内容」に最も時間が掛かり、新⼈はベテランの
約2倍費やしていることが分かりました。
アドバイザーにこの結果を相談したところ、
「やり直しが原因でないか︖」という情報を得ました。

新⼈への聞き込み結果、確認不⾜による
「やり直し」が2種類発⽣していました。
①上司からの指摘（社内発⾒）
②客先からの指摘（社外発⾒）
※②は迷惑度が⼤きい

各担当別に「やり直し」件数と「社内/社外指摘」を
再調査した結果、下記2点が新たに分かりました。
・「やり直し」を⾏っているのは新⼈のみ
・「社内/社外指摘」両方とも発⽣している

1件目は宛先不備の事例です。
申請先を調べて提出しましたが、宛先に間違いがあった為
間違った申請先の方にご迷惑をおかけしてしまいました。

2件目は確認漏れの事例です。
⼯程変更の内容を詳細資料にまとめて報告しましたが客先から
説明内容が⾜りないと指摘があり、再調査する事になりました。

現状把握で得た結果から、対策のねらい所を導き出し
主要因を「確認そのものに漏れがあること」として
対策をとることに決めました。
今回の対策は、施策実⾏型で挑戦します︕

5. 現 状 把 握 〜 実 例 ~

5. 現 状 把 握



効果 実現性 難易度 総合評価

○ △ ✕ 6点

△ △ ✕ 5点

○ ○ ○ 9点

△ △ △ 6点

新⼈の確認漏れをなくすことで「⼯程変更業務のやり直し」を
”０件”にすることを目標としました。 水曜日を活動日とし、週１で会合を実施しました。

〇：３点 △：２点 ×：１点

初の試みとして新QC手法の１つにある
系統図法を⽤いて確認漏れをなくすための
対策案を検討しました。
すると４つの対策が挙がりました。
次に、実施する対策を決めるため、
マトリックス図を使って評価しました。
『⼯程変更チェックリストの作成』が総合評価９点と
一番高かったので、こちらに取り組むことにしました。

チェックリスト完成︕(全28項目)

チェックリストに⼊れる項目を決めるため、
新⼈の場合、⼯程変更申請時にどんな事に困るか︖
について話し合った結果、３つの困りごとが挙がりました。

①何を確認したらよいか︖については、⼯変のパターンごとに必要な確認項目をリスト化しました。
②どうやって確認したらよいか︖については、確認項目ごとに⼈への聞き取りなのか、社内ツールで調べるのか
を明確にし、更に社内ツールの場合は使うツール名まで記載しました。
③調査内容について誰に聞いたらよいか︖については、確認項目ごとに問合せ先を記載することにしました。

さらに、運⽤面でも、同様に検討した結果、
２件の懸念点が挙がりました。

◆Ridoc

品質標準書、報告書、議事録、
規定などの情報をまとめたデータベース

◆PDM

製品情報検索システム(生産場所、
部品リスト、管理部署・・・など)

①チェックリストの使い勝手が悪いと定着しないのでは︖については、確認項目を必要最低限に絞りました。
また、⼯程変更パターンによって必要な確認項目が⾃動でリストアップされる仕様にしました。
②せっかく作ったシートが風化してしまうのでは︖については、新⼈向け部内教育に導⼊しました。

内容検討[１]

内容検討[２]

これらを織り込み・・・

検討結果 まとめ

系統図法

「⼯程変更チェックリストの作成」
に取り組む︕

6. 目 標 設 定 7. 活 動 計 画 ⽴ 案

8. 対 策 ⽴ 案

9. 対 策 実 施 〜 チ ェ ッ ク リ ス ト 作 成 〜



チェックリストの使⽤手順説明です。
まずこのシートの特徴として、⼯程変更パターンを８つに分類し、
それぞれに準じた確認項目が⾃動的にソートされる仕様になっております。
８つの分類から⼯程変更パターン１つを選択します。
その後対象の確認項目が一問一答形式でリストアップされます。

手順２として
対象の確認項目を漏れなくチェックしていきます。
※《キーポイント》

ベテランの知⾒を織り込むことで新⼈ではなかなか気づけないポイントを
確認できるようにしています。

完成したチェックシートを新⼈３名に使ってもらい、効果の確認を⾏いました。
改善前18件あったやり直しは「０件」となり、目標達成です︕

さらに副産物として
やり直し⼯数がゼロになったことに加え、調査が早くなり
業務効率UPにも繋がったことで新⼈の調査⼯数が⼤幅に低減することができました︕

部の内規にある新⼈向けの⼈材育成教育に
導⼊し、年1回の内容⾒直しを⾏うことで
標準化と管理の定着も図りました。

サークルレベルについては、
系統図の活⽤や会合での活発な意⾒交換により、
弱みであったQC知識、手法、チームワーク、向上意欲の能⼒があがり、Cゾーン上部へステップアップできました。
まとめとして
使ったことのないQC手法に取り組み、メンバーのQC知識の向上に繋がったことが特に良かった点と感じています。
残課題として、⼯程変更業務での困りごとはまだありますが、そのような困りごとをきっかけに
今後もサークルメンバー一丸となり業務改革へチャレンジしていきます。

9. 対 策 実 施 〜 チ ェ ッ ク リ ス ト の 使 用 方 法 〜

10. 効 果 確 認
★副産物★

11. 標 準 化 と 管 理 の 定 着 12. 活 動 の 振 り 返 り


